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令和３年 第１回北空知広域水道企業団議会定例会会議録

令和３年３月２３日企業団議会は北空知広域水道企業団大会議室に召集され

た。

（開会１０時５９分）

１．出席議員 ８名 １ 番 北 村 薫

２ 番 大 前 昭 代

３ 番 山 本 時 雄

４ 番 佐々木 一 夫

５ 番 小 峯 聡

６ 番 鵜 野 範 之

７ 番 寺 迫 公 裕

８ 番 藤 井 雅 仁

２．欠席議員 １名 ９ 番 赤 藤 敏 仁

３．地方自治法第１２１条の規定により、説明のため会議に出席した者は次

のとおり

企 業 長 深 川 市 長 山 下 貴 史

副 企 業 長 沼 田 町 長 横 山 茂

〃 秩父別町長 澁 谷 信 人

〃 北 竜 町 長 佐 野 豊

〃 妹背牛町長 田 中 一 典

監 査 委 員 金 山 泰 明

事 務 局 長 伊 賀 俊 哉

事務局次長 古 川 和 英

４．職務のため、会議に出席した議会事務局職員は次のとおり

事 務 局 長 （兼） 古 川 和 英

書 記 田 中 秀 和
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○議会事務局長(古川和英議会事務局長) 開会前に事務局からご報告がござ

います。

９番 赤藤敏仁議員から、本日の会議に欠席する旨の連絡がありまし

たのでご報告いたします。また、事前にお渡しいたしました別冊２の

予算書に記載漏れがございましたので、お詫び申し上げますとともに、

本日、机上にお配りいたしました予算書に差し替えいただきますよう

お願い申し上げます。

○議長（小峯聡議長） これより本日をもって招集されました令和３年第

１回北空知広域水道企業団議会定例会を開会いたします。

ただちに本日の会議を開きます。

○議長（小峯聡議長） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第113条の規定により、２番大前昭代議

員、７番寺迫公裕議員を指名いたします。

○議長（小峯聡議長） 日程第２ 会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。今期定例会の会期は本日１日間といたしたいと思

います。これにご異議ありませんか。

（ 「異議なし」の声あり ）

○議長（小峯聡議長） ご異議なしと認めます。よって会期は本日１日間

と決定いたしました。

○議長（小峯聡議長） 日程第３ 諸般報告ですが、議長の諸般報告は別

紙文書にてお手元に配布しておきましたのでご了承願います。

○議長（小峯聡議長） 日程第４ 議案第１号「令和２年度 北空知広域水道

企業団水道用水供給事業会計補正予算第１号」を議題といたします。提

案理由の説明を求めます。

○事務局長 （伊賀俊哉事務局長 発言を求める）
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○議長（小峯聡議長） 事務局長。

○事務局長（伊賀俊哉事務局長） （別冊１により提案説明を行う）

○議長（小峯聡議長） 説明が終わりましたので質疑に入ります。

質疑ありませんか。

（ 「質疑なし」の声あり ）

○議長（小峯聡議長） 質疑なしと認め、これより討論に入ります。

討論ありませんか。

（ 「討論なし」の声あり ）

○議長（小峯聡議長） 討論なしと認め、ただちに本件について採決いた

します。

お諮りいたします。議案第１号は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。

（ 「異議なし」の声あり ）

○議長（小峯聡議長） 日程第５ 議案第２号「令和３年度 北空知広域水

道企業団水道用水供給事業会計予算」を議題といたします。

この場合、新年度の執行方針及び議案の説明を求めます。

○企業長 （山下貴史企業長 発言を求める）

○議長（小峯聡議長） 企業長。

○企業長（山下貴史企業長） 令和３年第１回北空知広域水道企業団議会定

例会の開会にあたり、事業の現況、新年度の執行方針及び提案いたし

ております予算案の概要について説明をいたします。

まず、 新型コロナウイル ス 感染症対策について申し上げます。
昨年初頭から世界中に広まりました新型コロナウイルスによる感染

は、依然として終息する気配が無く、現在もその脅威は弱まらないま

まの状況にあります。

上水道事業におきましても、職員がこのウイルスに感染したり、事

業所にてクラスターが発生した際には、浄水場の通常運転がままなら

ず、最悪の場合は水道用水の供給が困難となる状況に陥ることも想定

されますが、水道は、地域住民の欠かすことのできないライフライン
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であり、供給がひとときでも止まるような事態となることは避けなけ

ればなりません。

当企業団では、昨年３月から「新型コロナウイルス感染症対策本部

」を設置いたしまして、庁舎・浄水場の衛生環境保全、来訪者の抑制

及び職員者への感染症対策等を図るよう促し、対応をしてきていると

ころでありまして、引き続き徹底的した対策に努めてまいりたいと考

えております。

次に水源の状況について申し上げます。
水源であります沼田ダムの貯水量は、昨シーズンが例年に比べて少

ない雪の年でありましたこと、また、その後も少雨が続きましたこと

から、一時はこの10年で２番めに低い水位まで下がりましたけれども、

11月中旬にまとまった降雨があり、それ以降は順調に流入量が増えて

まいりまして、例年並みの11月下旬に満水となったところであります。

さらに、その後は平年以上の降雪及び積雪があり、今年の夏にかけて

使用する水量は十分確保できる見込みでございます。

また、水源水質は、降雨がありましてもダム湖全体が濁るような事

態には至っておらず、現在は安定した状態を保っておりまして、順調

に浄水処理ができている状況であります。今後も注意深く監視・点検

等を行い安定供給を続けられるように努めてまいります。

次に水道施設の適切な 保守管理及び 更新につい て申し上げます。
本年２月に空知管内のある市におきまして、水道の断水事故が発生

をいたしました。水源のダムと浄水場を結ぶ導水管にある水管橋が何

らかの原因により破損したことにより、浄水場に送水できなくなった

というものであります。当該市では、応急措置として、河川から原水

をポンプで汲み上げ確保し、事故から約３日後に浄水場での浄水処理

を始められましたものの、その間、給水車による地域への配水が行わ

れ、その後も１週間以上にわたって赤水被害が生じるなど市民生活に

大きな障害があったところであります。

今回のこの水管橋の破損の原因はまだ断定されておりませんが、昭

和51年の竣工のものであり、老朽化かあるいは積雪によるものではな

いかと報道されているところであります。

昭和60年から供給を続けております当企業団でも次第に施設の老朽

化が進んでおります。また、事故が起きたものと同型式のトラス構造

を持つ水管橋２橋を供用いたしておりますが、当方のものは昭和56年

の竣工であり、この年までに変更されました設計基準が適用されてお

りますため、地震の振動等に、より強く耐久性に優れたものへと代わ

っております。この水管橋の現況は、表面塗装の一部に発錆、要する

に錆が浮く等の劣化が見られ、これらの補修等を適宜に続けてまいり
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ますが、令和３年度から行います施設耐震化事業では、順次水管橋の

落橋防止対策を施していく予定でありまして、より強固で災害に強い

施設へ整備していきたいと考えているところであります。

また、各施設の日常点検・整備を怠らぬよう、必要な場合には更新

することも選択肢として考慮しながら計画していきまして、住民生活

に支障があるような事故が起こらぬよう努めてまいりたいと考えてお

ります。

次に新年度の主な 施策と予算の概要につい て申し上げます。
新年度は、令和３年度から始まります新財政計画の初年度となりま

す。この計画期間におきましては、老朽化が進んでおります施設の更

新、これを逐次行うとともに、更新後の施設規模は供給水量の現況や

今後の需要見込みを考慮いたし、将来の状況に見合ったものへと規模

を縮小していくこととして計画いたしております。また、併せて施設

耐震化事業も計画に沿って行ってまいりたいと考えております。

令和３年度におきましては、水道用水の安定供給をより確実なもの

とするために、設備維持修繕として浄水場に設置されております揚水

ポンプ２号機の整備などを予定いたしております。また、施設更新と

して、令和４年度にわたる２か年度継続工事といたしまして浄水場の

電気計装設備等の更新、及び池棟上屋の耐震補強と劣化補修などを行

い、これらの財源に要望中であります国庫補助金、これとなお不足す

る分は財政計画に従いまして、事業費の３分の２相当額を起債し、そ

れを充てるということといたしております。

なお、提案いたしました新年度の予算の総額は、予算書第３条及び

第４条に記載のとおり計上いたしておりますが、第４条の資本的収支

予算では、差し引き１億７,２３４万２千円の収入不足を生じますた

め、留保資金及び減価償却などの財源からなる損益勘定留保資金にて

補填することといたしております。

この結果、年度末の内部留保金残高は、前年度末見込額と比較いた

しまして５,３７１万８千円増加し、４億８,７９５万９千円となる見

込みといたしております。

以 上であ り ますので、 北空知広域水道企業団水道用水供給事業の執

行につきまして、議員各位の一層のご支援と、ご協力をお願い申し上

げまして、新年度の方針についての説明とさせていただきます。どう

ぞよろしくお願いをいたします。

○事務局長 （伊賀事務局長 発言を求める）

○議長（小峯聡議長） 事務局長。
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○事務局長（伊賀事務局長） （別冊２により提案説明を行う）

○議長（小峯聡議長） 説明が終わりましたので質疑に入ります。

質疑ありませんか。

（ 「質疑なし」の声あり ）

○議長（小峯聡議長） 質疑なしと認め、これより討論に入ります。

討論ありませんか。

（ 「討論なし」の声あり ）

○議長（小峯聡議長） 討論なしと認め、ただちに本件について採決いた

します。

お諮りいたします。議案第２号は、原案のとおり決することにご異議

ありませんか。

（ 「異議なし」の声あり ）

○議長（小峯聡議長） ご異議なしと認めます。よって、本件は、原案の

とおり可決されました。

○議長（小峯聡議長） これにて、本会議に付議された案件の審議はすべ

て終了いたしましたので、令和３年第１回北空知広域水道企業団議会

定例会を閉会いたします。

（閉議１１時２２分）


